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古
賀
会
長
を
は
じ
め
、
全
国

か
ら
お
集
ま
り
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
道
路
行
政
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
あ
ら
た
め
て

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
か
ら
３
年
も
の

間
、
我
が
国
の
経
済
を
支
え
、

人
々
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
使
命

と
責
任
を
果
た
し
続
け
て
い
た

だ
い
た
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
業
界
の
皆
様

に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
全
国
道
路
利
用
者
会

議
第
75
回
定
時
総

会
の
開
催
に
あ
た

り
ま
し
て
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
今

月
５
日
の
石
川
県

能
登
地
方
に
お
け

る
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
と
そ
の
ご
家
族

に
対
し
、
心
よ
り
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
全
て

の
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
昨
年
も
大
規

模
な
地
震
や
豪
雨
・
豪
雪
な
ど

に
よ
り
全
国
各
地
で
甚
大
な
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
本

年
は
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０

年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

災
害
へ
の
備
え
が
必
要
で
あ
る

と
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

国
土
交
通
大
臣
と
し
て
、
東

日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る

大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧

・
復
興
、
そ
し
て
、
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５

か
年
加
速
化
対
策
に
基
づ
く
、

計
画
的
な
対
策
の
実
施
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

合
わ
せ
て
５
か
年
加
速
化
対
策

後
も
中
長
期
的
か
つ
明
確
な
見

通
し
の
も
と
、
継
続
的
・
安
定

的
に
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
へ
の
備
え
の
み

な
ら
ず
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
で
あ
る
皆
様
の
活
躍
を
お

支
え
す
る
観
点
に
お
い
て
も
引

き
続
き
、
人
流
・
物
流
の
円
滑

化
・
活
性
化
に
向
け
た
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
高
速
道

路
の
４
車
線
化
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
や
老
朽
化
対
策
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
日
常
的
に
道
路
を

利
用
さ
れ
る
方
々
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
利
用
者
目
線
に

立
っ
た
渋
滞
対
策
や
休
憩
施
設

の
機
能
強
化
を
着
実
に
進
め
る

な
ど
、
道
路
を
利
用
し
て
日
本

を
支
え
る
皆
様
が
活
動
し
や
す

い
環
境
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
関
す
る
課
題
は

山
積
し
て
お
り
、
解
決
に
向
け

て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
な

予
算
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆

様
の
力
強
い
お
力
添
え
が
不
可

欠
で
す
。
国
土
交
通
省
と
し
ま

し
て
は
、
皆
様
か
ら
の
幅
広
い

ご
意
見
も
賜
り
な
が
ら
、
国
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
我
が

長
、
髙
橋
知
道
東
日
本
高
速
道

路
㈱
代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行

役
員
建
設
事
業
本
部
長
、
縄
田

正
中
日
本
高
速
道
路
㈱
代
表
取

締
役
専
務
執
行
役
員
建
設
企
画

本
部
長
、
後
藤
貞
二
西
日
本
高

速
道
路
㈱
常
務
執
行
役
員
建
設

事
業
本
部
長
、
土
井
弘
次
首
都

高
速
道
路
㈱
取
締
役
常
務
執
行

役
員
、
上
松
英
司
阪
神
高
速
道

路
㈱
取
締
役
専
務
執
行
役
員
、

佐
々
木
政
彦
本
州
四
国
連
絡
高

速
道
路
㈱
取
締
役
常
務
執
行
役

員【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
衆
議
院
議
員
》

逢
沢
一
郎
、
東
国
幹
、
あ
べ
俊

子
、
阿
部
弘
樹
、
池
田
佳
隆
、

石
井
啓
一
、
石
井
拓
、
石
川
昭

政
、
石
原
正
敬
、
泉
田
裕
彦
、

岩
田
和
親
、
上
田
英
俊
、
梅
谷

守
、
衛
藤
征
士
郎
、
大
串
正

樹
、
逢
坂
誠
二
、
大
島
敦
、
緒

方
林
太
郎
、
小
里
泰
弘
、
小
田

原
潔
、
鬼
木
誠
、
尾
身
朝
子
、

梶
山
弘
志
、
勝
俣
孝
明
、
加
藤

竜
祥
、
金
子
俊
平
、
金
子
恭

之
、
金
田
勝
年
、
亀
岡
偉
民
、

神
田
憲
次
、
神
田
潤
一
、
金
城

泰
邦
、
古
賀
篤
、
小
島
敏
文
、

小
寺
裕
雄
、
小
林
茂
樹
、
小
森

卓
郎
、
坂
本
哲
志
、
笹
川
博

義
、
佐
藤
公
治
、
塩
谷
立
、
新

谷
正
義
、
鈴
木
貴
子
、
瀬
戸
隆

一
、
高
木
宏
壽
、
高
見
康
裕
、

田
所
嘉
德
、
田
中
和
德
、
田
中

英
之
、
谷
川
と
む
、
田
野
瀬
太

道
、
塚
田
一
郎
、
津
島
淳
、
角

田
秀
穂
、
渡
海
紀
三
朗
、
冨
樫

博
之
、
中
川
郁
子
、
中
谷
元
、

中
根
一
幸
、
中
村
裕
之
、
仁
木

博
文
、
西
岡
秀
子
、
西
野
太

亮
、
西
村
明
宏
、
西
銘
恒
三

郎
、
根
本
幸
典
、
野
中
厚
、
野

間
健
、
長
谷
川
淳
二
、
葉
梨
康

弘
、
馬
場
雄
基
、
平
口
洋
、
平

沼
正
二
郎
、
深
澤
陽
一
、
藤
丸

敏
、
藤
原
崇
、
古
川
直
季
、
古

川
元
久
、
細
田
健
一
、
堀
内
詔

子
、
本
庄
知
史
、
本
田
太
郎
、

松
木
け
ん
こ
う
、
松
原
仁
、
三

谷
英
弘
、
三
ッ
林
裕
巳
、
宮
﨑

政
久
、
宮
澤
博
行
、
務
台
俊

介
、
森
山
裕
、
八
木
哲
也
、
保

岡
宏
武
、
簗
和
生
、
山
口
俊

一
、
山
口
晋
、
山
本
剛
正
、
山

本
左
近
、
山
本
有
二
、
義
家
弘

介
、
吉
田
宣
弘
、
若
林
健
太
、

和
田
有
一
朗

《
参
議
院
議
員
》

朝
日
健
太
郎
、
足
立
敏
之
、
石

井
正
弘
、
井
上
義
行
、
上
田
清

司
、
太
田
房
江
、
大
野
泰
正
、

梶
原
大
介
、
加
藤
明
良
、
神
谷

政
幸
、
北
村
経
夫
、
酒
井
庸

行
、
佐
藤
信
秋
、
柴
田
巧
、
榛

葉
賀
津
也
、
滝
波
宏
文
、
堂
込

麻
紀
子
、
永
井
学
、
田
次
郎
、

馬
場
成
志
、
広
瀬
め
ぐ
み
、
船

橋
利
実
、
堀
井
巌
、
舞
立
昇

治
、
松
下
新
平
、
松
山
政
司
、

水
野
素
子
、
三
宅
伸
吾
、
山
下

雄
平
、
山
本
啓
介
、
横
山
信

一
、
吉
井
章

【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

青
山
大
人
、
浅
野
哲
、
麻
生
太

郎
、
荒
井
優
、
五
十
嵐
清
、
伊

佐
進
一
、
石
破
茂
、
一
谷
勇
一

郎
、
伊
藤
達
也
、
伊
藤
渉
、
井

野
俊
郎
、
井
原
巧
、
今
枝
宗
一

郎
、
岩
屋
毅
、
江
﨑
鐵
磨
、
遠

藤
利
明
、
大
口
善
德
、
大
塚

拓
、
奥
下
剛
光
、
奥
野
信
亮
、

尾
﨑
正
直
、
小
渕
優
子
、
河
西

宏
一
、
勝
目
康
、
加
藤
鮎
子
、

加
藤
勝
信
、
金
子
恵
美
、
神
谷

裕
、
川
崎
ひ
で
と
、
北
神
圭

朗
、
北
村
誠
吾
、
工
藤
彰
三
、

神
津
た
け
し
、
輿
水
恵
一
、
小

宮
山
泰
子
、
坂
井
学
、
佐
藤
茂

樹
、
階
猛
、
柴
山
昌
彦
、
下
条

み
つ
、
鈴
木
敦
、
鈴
木
英
敬
、

鈴
木
馨
祐
、
鈴
木
俊
一
、
空
本

誠
喜
、
髙
木
啓
、
髙
鳥
修
一
、

武
井
俊
輔
、
武
田
良
太
、
橘
慶

一
郎
、
田
中
健
、
田
中
良
生
、

棚
橋
泰
文
、
田
畑
裕
明
、
玉
木

雄
一
郎
、
田
村
憲
久
、
土
屋
品

子
、
寺
田
稔
、
土
井
亨
、
中
川

康
洋
、
中
曽
根
康
隆
、
中
谷
真

一
、
中
司
宏
、
中
野
英
幸
、
中

野
洋
昌
、
西
村
康
稔
、
丹
羽
秀

樹
、
額
賀
福
志
郎
、
野
田
聖

子
、
橋
本
岳
、
鳩
山
二
郎
、
藤

井
比
早
之
、
古
川
禎
久
、
細
田

博
之
、
掘
井
健
智
、
牧
島
か
れ

ん
、
牧
原
秀
樹
、
松
本
尚
、
岬

麻
紀
、
三
反
園
訓
、
御
法
川
信

英
、
宮
内
秀
樹
、
宮
下
一
郎
、

武
藤
容
治
、
茂
木
敏
充
、
盛
山

正
仁
、
柳
本
顕
、
山
田
賢
司
、

吉
川
元
、
吉
田
統
彦
、
吉
野
正

芳
、
笠
浩
史
、
和
田
義
明
、
渡

辺
孝
一
、
渡
辺
周
、
渡
辺
創
、

鰐
淵
洋
子

《
参
議
院
議
員
》

青
島
健
太
、
浅
尾
慶
一
郎
、
石

井
準
一
、
磯
﨑
仁
彦
、
伊
藤

孝
江
、
大
家
敏
志
、
尾
辻
秀

久
、
小
野
田
紀
美
、
嘉
田
由
紀

子
、
片
山
大
介
、
河
野
義
博
、

熊
谷
裕
人
、
上
月
良
祐
、
小
林

一
大
、
こ
や
り
隆
史
、
里
見
隆

治
、
鈴
木
宗
男
、
高
野
光
二

郎
、
高
橋
克
法
、
竹
谷
と
し

子
、
田
名
部
匡
代
、
中
西
祐

介
、
長
峯
誠
、
野
上
浩
太
郎
、

長
谷
川
岳
、
平
木
大
作
、
平
山

佐
知
子
、
藤
井
一
博
、
藤
木
眞

也
、
舟
山
康
江
、
松
村
祥
史
、

三
浦
信
祐
、
三
浦
靖
、
宮
崎

勝
、
宮
本
周
司
、
室
井
邦
彦
、

山
本
佐
知
子
、
山
本
順
三
、
若

林
洋
平
、
渡
辺
猛
之

【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

小
川
淳
也
、
尾
身
朝
子
、
神
田

憲
次
、
城
井
崇
、
堀
内
詔
子
、

森
田
俊
和
、
山
口
俊
一

《
参
議
院
議
員
》

梅
村
み
ず
ほ
、
片
山
さ
つ
き
、

佐
藤
正
久
、
牧
山
ひ
ろ
え
、
室

井
邦
彦

（
敬
称
略
）

来
賓
挨
拶

来
賓
挨
拶

斉
藤
鉄
夫 
国
土
交
通
大
臣

来
賓
挨
拶

来
賓
挨
拶

木
原
　
稔
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会

委
員
長

会
長
特
別
補
佐
挨
拶

会
長
特
別
補
佐
挨
拶佐藤信秋

全国道路利用者会議
会長特別補佐

参
議
院
議
員

議
長
議
長

檜山俊宏
全国道路利用者会議

筆頭副会長

広
島
県
議
会
議
員

全
国
大
会
説
明

全
国
大
会
説
明佐々木祥二

長野県道路整備期成同盟会
会長

長
野
県
議
会
議
員

決
議
朗
読

決
議
朗
読

坂本克己
全国道路利用者会議

副会長

（
公
社
）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

監
査
報
告

監
査
報
告

檜山典英
全国道路利用者会議

監事

（
一
社
）

広
島
県
建
設
工
業
協
会
会
長

　

本
日
こ
こ
に
、
全
国
道
路
利

用
者
会
議
第
75
回
の
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
は

じ
め
に
日
頃
よ
り
、
道
路
整

備
の
促
進
の
た
め

に
格
別
の
ご
尽
力

と
そ
し
て
努
力
を

続
け
て
お
ら
れ
ま

す
古
賀
誠
会
長
は

じ
め
、
ご
参
集
の

全
て
の
皆
様
方
に

熱
く
御
礼
申
し
上

げ
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
身
近
な
社
会
資
本
で

あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は

避
難
路
や
ま
た
緊
急
輸
送
路
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
国
民
生
活
の
向
上
、
経

済
の
活
性
化
、
防
災
・
減
災
の

た
め
、
引
き
続
き
そ
の
整
備
を

強
力
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国

土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

そ
の
完
成
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い

状
況
に
あ
り
、
ま
た
通
学
路
に

お
い
て
も
、
子
供
が
犠
牲
に
な

る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
を
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
道
路
の
老

朽
化
対
策
が
十
分
に
進
ん
で
な

い
こ
と
な
ど
、
道
路
を
巡
る
課

題
は
全
国
各
地
で
山
積
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
道
路
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
災
害
に
強
い
国
土
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の

た
め
、
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
及
び
暫
定

２
車
線
区
間
の
４
車
線
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
守
る
た
め
、
通
学

路
の
交
通
安
全
対
策
を
充
実
さ

せ
つ
つ
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
着
実
に
進
め
、
後
世
に
大
切

な
道
路
を
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
私
ど
も
の
使
命
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
ご
参
集
の

衆
参
の
国
会
議
員
の
先
生
方
と

力
合
わ
せ
て
、
道
路
の
果
た
す

役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
そ
し

て
皆
様
方
の
ご
意
見
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
今
後
と
も
ご

期
待
に
添
え
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

開
会
挨
拶

開
会
挨
拶

楠瀬賢一
全国道路利用者会議

副会長

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
常
任
理
事

【
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
】

木
原
稔
委
員
長

【
国
土
交
通
省
】

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
、
石

井
浩
郎
国
土
交
通
副
大
臣
、
古

川
康
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
、

西
田
昭
二
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
、
清
水
真
人
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
、
丹
羽
克
彦
道
路

局
長
、
佐
々
木
正
士
郞
道
路
局

次
長
、
久
保
田
誉
官
房
審
議
官

（
道
路
）
、
鎌
原
宜
文
総
務
課

長
、
高
藤
喜
史
路
政
課
長
、
沓

掛
敏
夫
企
画
課
長
、
長
谷
川
朋

弘
国
道
・
技
術
課
長
、
髙
松
諭

環
境
安
全
・
防
災
課
長
、
橋
本

雅
道
高
速
道
路
課
長
、
金
籠
史

彦
参
事
官

【
高
速
道
路
株
式
会
社
等
】

高
松
勝
（
独
）
日
本
高
速
道
路

保
有
・
債
務
返
済
機
構
理
事

来
賓
紹
介

来
賓
紹
介

国
の
経
済
活
動
を
支
え
る
基
盤

の
整
備
に
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


